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●英語 

David Humeの A Treatise of Human Natureからの出題である。哲学の古典をその内容を把握

しつつ的確に訳すことができるかを問う問題であった。具体的には、(1)reason 等の単語を、正

確に哲学用語として翻訳・把握できるか、(2)文法とくに構文把握（主節と従属節、等位接続詞

と従属接続詞の区別、関係詞とその先行詞等）に基づく、理論的な文章理解ができるか、とい

った点が問われている。 

 

 

●専門科目 

・問１ 

 「まなぶ」ということについては、古代から現代まで様々な哲学的議論が積み重ねられてい

る。ここでは、自分でこの問題について切り口を設定し、論じることが求められている。とり

わけ、（１）提示されたテーマに従って、具体例を適宜踏まえつつ、論理的に破綻のない議論

を展開できてるか、（２）自分で使う哲学用語を適切に用いることができるか、が問われてい

る。 

 

 

・問２ 

 哲学史上の重要概念について必要最低限の理解を持つかどうかを問う問題である。出題語句

は古代から現代まで、また理論哲学、倫理学、美学をカバーする形で幅広く出題し、受験生が

偏りなく哲学史を学んでいるかを問うものであった。どの語句も哲学史上よく知られた概念を

表すものであり、オーソドックスな出題である。回答に関して、問題の概念を哲学史的背景を

踏まえつつ、自分の言葉で、論理的に説明することができるかどうかを問うている。 


